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藤沢市福祉部長 片山 睦 彦

本年４月から福祉部長に就任いたしました片山でございます。どうぞよろしくお願いいたしま

す。

ＦＳＶネットの皆様には、日頃から本市福祉行政にご協力いただき、また、地域防災力の向上

にご尽力いただきまして誠にありがとうございます。

さて、超高齢社会を迎え、いわゆる2025年問題への対応が急がれる中、本市では、高齢者をは

じめ、次代を担う子どもや若者、障がい者、生活困窮者など、すべての市民に視点を置く「藤沢

型地域包括ケアシステム」の実現に向けた取り組みを進めています。

市民の皆様が、住み慣れた地域で安心して暮らし続けられるよう、福祉サービスの提供基盤や

相談支援体制の充実強化に取り組むとともに、様々な地域課題への対応支援にも力を注ぎたいと

考えており、災害時に支援を要する方の日頃の見守りや、避難支援体制づくりなど、地域の防災

対策もその重要な課題の一つです。

この４月に発生した熊本地震は甚大な被害をもたらし、今なお多くの住民が避難生活を余儀な

くされておりますが、本市においても、このような災害がいつ発生してもおかしくない状況にあ

り、私ども行政と関係機関、市民の皆様、そして地域のあらゆる団体等が協力して、災害に備え

る体制づくりを進める必要があります。また、災害が発生した際には、ボランティアなどインフォー

マルな主体による被災住民への支援活動が円滑に行われる体制づくりも極めて重要になります。

一昨年の５月には、ＦＳＶネットと藤沢市及び市社会福祉協議会の三者により、災害救援ボラン

ティアセンターに関する協定を締結し、災害時のそれぞれの役割を明確にするなど、協力体制を

構築いたしました。

ＦＳＶネットの会員の皆様におかれましては、これまでの支援活動や取り組みにより培われた

ノウハウを活かし、今後とも本市における地域防災活動や災害発生時における支援活動において

大きな力を発揮していただけるよう期待しております。

支援活動に期待するもの
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日時：2015年10月27日(火）10：30～12：30
場所：藤沢市民会館第一展示ホール

災害対応ゲーム「クロスロード」体験

藤沢市福祉団体連絡会 種田 多化子

当団体は障がい当事者団体と家族の会の8団

体で災害時の取り組みを中心として活動して

います。平成27年度は避難所の課題に取り組

もうと考えていた時「クロスロード」をご紹

介いただきました。初めてのワークショップ

形式で課題に対してグループ別にどう行動す

るか意見交換し全体で発表するものでした。

ただ、福祉編の課題例がなかったため課題作

りから始めました。この

課題作りが難しかったで

す。災害時のいざという

状況を真剣に考えたとき、

助けを求めるため声を出

せない自分に出会いまし

た。当日は様々な立場の方の意見をお聞きす

ることができました。

この度は地域の方々の参加が少なかったこ

とから平成28年度は地域の方々と「クロスロー

ド」を体験する計画です。日頃、障がい者は

できる限り自分の力で生きています。でも、

困っている様子を見かけたら声をかけて下さ

い。障がい者を理解していただけるよう活動

していきます。

ゲームは直感的、発見的で未来を創造する道具でもあると思います。防災に関してはローカ

ルな知識を住民、自治体、専門家、ボランティアなどが、津波防波堤、地震計、耐震建築、防

災マニュアル、ハザードマップ等に100％依存することが出来ない状況下で、地域の災害リス

クに能動的、行動的に対峙して行くことが必要であると考えられるからです。防災に関する代

表的な災害対応ゲームクロスロードをご紹介したいと思います。

○クロスロードの目的

ゲームを通じ、災害時の対応を自らの問題と

して考え、意見や価値観を共有し、災害に対

しての知識を高める。

○ゲームの行い方

①5人1組で行います（人数が多い場合は奇数

人数）②YES・NOのカードを使用して行いま

す ③問題に対し、参加者は自分の答えを

YES・NOカードで決定します ④全員出揃っ

たら、判断した意見を話し合う

クロスロード
【問題】あなたは避難所の責任者

被災から2日後、被災が少ない町内の主婦

達がおにぎり150個を差し入れてくれた。

しかし被災者は300人近くもおり数が足り

ない。

それでも配る？

YESかNOか

○それぞれの判断した理由を話し合い、配る

の問題点、配らないの問題点を共有する。

決定は多数決

水村工務店有限会社

総合建築業

〒 252 -08 15藤 沢市 石川 ５丁 目５ 番地１ ０

電話 0466(87)278
7

＊ 藤沢災害救援ボランティアネットワークの支援企業です ＊
お気軽にご相談ください。

リフォーム・新 築 ・ 不 動 産 売 り 買 い ・ 賃 貸 仲 介 ・ 資 産 運 用
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森井工務店有限会社

神奈川県知事許可第955号
総合建築業

〒2 51- 005 1藤 沢市白 幡4丁目 9番 １～１ F号

電話 ０４６６（81）３３０３
０４６６（81）２８１６

＊ 藤沢災害救援ボランティアネットワークの支援企業です ＊

株式会社 伊 藤 屋

一般建築金物

本 社 〒 2 5 1 - 0 0 5 2 藤 沢 市 藤 沢 １ － １ － １ ５

営 業 所 〒 2 5 2 - 0 8 1 5 藤 沢 市 石 川 ６ － １ ８ － ５ ０

℡0466(26)3721(代) fax0466(22)225

℡0466(87)7800(代) fax0466(87)7802

総務省が東日本大震災発生時から２年間に渡り、被災者の方々がどの様に情報を入手したか

を調査しました。震災発生時は即時性の高いラジオ、テレビが一番利用率が高いが、生活情報

等の細かい情報については限界を指摘。携帯を情報端末としている人が 95 ％に達しているが

使用不能となり孤立状態に

なった。SNS等インターネッ

トの活用は直後から安否確

認や地域に密着した情報の

収集に役立っている。防災

無線は聞こえたと答えた方

は 41 ％のみであるが、津

波到来を知り避難行動を起

こしています。

私達は災害時に飛び交う

様々な情報を冷静に判断す

ることの重要性が求められ

ます。その為には日々の防

災活動に、情報の扱いを取

り入れ常に訓練する必要性

を認識させられます。

災害情報コーディネーター養成講座につ

いて３．１１東日本大震災以降自然災害が

全国で多発し、防災意識が以前より高まっ

たと思われます。しかしながら一旦災害が

発生すると現場では情報が錯綜し大混乱と

の報道が見聞きされます。国（現地自治体

も含め）も迅速正確な情報が求められてい

ます。災害現場に最も近くにいる人が正確

な情報を把握していることは紛れもないこ

とです。この情報が速やかに伝われば救助、

救援に役立つことは確かです。

通信端末機器を使用インターネットにアク

セスし、GPS を利用、写真、コメント添付、W

EB 上のマップ（防災科学技術研究所サーバー）

にアップロードし情報共有、活用する事を目

的に考えた講座です。ID等で管理され様々な

情報をマップで見られます。通信インフラが

進みほとんどの人が端末使用してる昨今、簡

単に活用できること

が待たれる次第です。

コーディネーターに
より配信された鵠沼
中学校区防災炊き出
し訓練のようす
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＊ 藤沢災害救援ボランティアネットワークの支援企業です ＊

広瀬硝子建材株式会社

総合アルミ建材

佐々木材木店

〒251-0052 藤沢市藤沢1丁目7ー18

電話（０４６６）２５－２５１１㈹
FAX（０４６６）２５ー２５１５

ダスキンメリーメイド藤沢南店

電話 0120ー４６ー0770
本社〒251ー0032藤沢市片瀬4ー14ー
６
業務配送センター

電話 (0466)22ー６６０５
FAX（0466)23ー６９９４

住んでよし 心豊かな木の住まい

木材・新建材・住宅機器

合資
会社

地域に密着して湘南の人・文化・自然の魅

力を伝えるコミュニティFM放送局として4月に

20周年を迎えました。遊行通りの本社スタジ

オから毎日湘南の観光・イベント・交通・防

災・行政情報を発信しています。

【防災への取り組み】

レディオ湘南は災害時に藤沢市、茅ヶ崎市、

寒川町と連携し緊急放送を実施します。

コミュニティ放送では、被災から3日目以降が

重要です。

「給水」「食料の配布」「住民の安全確認情

報」「ライフラインの復旧情報」など、きめ

細かい情報を市民が求めています。これらの

「きめ細かい情報」を発信続けることがレディ

オ湘南の責務であると考えています。

携帯のラジオの備えもお忘れなく！

藤沢エフエム放送株式会社

問い合わせ0466-25-7000

災害時には藤沢市と連携し、緊急放送に切り

替えて随時災害情報をお伝えします。

湘南大庭地区では、災害に強い街づくりを

目指して地区防災協議会を中心に防災活動を

展開しています。活動は主に①自主防災組織

や避難施設運営委員会等の活動支援・参画 ②

防災協力事業所や防災リーダー等とのネット

ワーク構築 ③各防災組織に対する訓練・研修・

広報活動等です。

これらの活動は、地区内の藤沢市防災リー

ダー講習会修了者（約１００名）で構成され

る「湘南大庭防災リーダーの会」が防災協議

会の下部組織として活動しています。

防災リーダーの会は、地区防災に対する

「支援力」と「受援力」の向上を目標に、

「支援力」に関してはリーダーとしての災害

対処能力の向上と相互支援のためのネットワー

ク化の推進、「受援力」についてはFSVﾈｯﾄの

活動と連携した災害救援ボランティアセンター

支部（サテライト）の開設・運営のための研

さん等を進めています。

災害時における情報伝達

地域防災を訪ねて

湘南大庭地区
災害図上訓練

藤沢市羽鳥４－１２－１３


